
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

土浦市家庭教育支援チーム 

 （呼称：きら rin 子育て） 

 

②活動拠点 茨城県土浦市木田余西台 2-66 IBC ビル 1 階 

③活動範囲 土浦市、つくば市 

④組織体制 

 

  14 人 

生活相談士６名 、ママさんサポーター２名 

子育てサポーター（託児協力者）６名 

 

⑤活動開始年度 平成 24 年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

秋山 千秋 

（TEL）080-9698-0025  （E-mail）cak.555.0429@gmail.com 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

保護者等への地域の居場所づくり 

☐アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 

③活動内容 

【具体的な活動内容】 

○「きら rin 子育てセミナー」の開催 

 ・年間６回程度、子育て講師を招いて子育てについてのセミナーを開催し

ている。 



 ・公共施設などの一室をお借りしてセミナーを開催し、別室で託児も設け、

保護者がセミナーに集中できる体制を作っている。 

 ・講話を聴くだけでなく、母親同士が子育てについての悩みや喜びを共有

できる茶話会の時間を設けたり、講師に個別相談をすることもできる。 

 ・参加者にセミナーについてのアンケートを行い、テーマの選定や運営方

法の参考にしている。 

（写真 セミナーの様子） 

○セミナーの広報活動 

 ・より多くの方に参加していただけるよう、チラシの配布などを行っている。 

 ・定期的に参加される方にメールや公式 LINE グループでセミナーの告知

や相談受付をしている。 

○ミーティング 

 ・セミナーのテーマを決めたり、活動内容の検討、見直しをしている。 

 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

○参加者のアンケート 

 セミナーに参加された方より、自分の子育てを見直すきっかけになり、で

きる事から取り組んでいきたい、少人数で自分の悩みを打ち明けやすかっ

た、普段抱えている思いを吐き出せたことで気持ちが楽になった、などの感

想をいただいた。 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☐文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

☐特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

その他の支援により活動を実施 

  （母体団体である「家庭倫理の会土浦市」から予算を組んでいただき活動している。） 

 


